
                            

          

副
会
長
の
坂
入
で
す
。 

現
在
、
鈴
木
和
敏
会
長
が
体
調
を
壊
さ
れ
て

「
会
長
職
務
」
の
遂
行
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
代
行
し
て
会
員
の
皆
様
に
ご
挨
拶
い
た

し
ま
す
。
尚
、
鈴
木
会
長
の
病
状
は
順
調
に
回

復
し
て
お
り
、
現
在
は
月
一
度
の
通
院
・
加
療
を

続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
元
気
に
お

仕
事
や
趣
味
に
と
充
実
し
た
毎
日
を
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
７
年
度
を
迎
え
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
主
張
す
る
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

に
よ
る
「
関
税
問
題
」
は
、
世
界
各
国
の
経
済
に

先
行
き
が
不
透
明
で
、
不
安
や
混
乱
を
与
え
る

状
況
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
国
内
で
は
「
令

和
の
コ
メ
問
題
」
に
加
え
「
都
議
選
・
参
議
員
選
」

等
の
動
き
に
よ
り
不
安
定
な
暮
ら
し
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。 

ま
た
一
方
で
は
、
社
会
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
化
が

普
及
・
拡
大
し
て
お
り
ま
す
が
、
「
後
期
高
齢
者

世
代
」
に
と
っ
て
は
日
常
生
活
に
お
い
て
様
々
な

場
面
で
戸
惑
い
を
感
じ
る
日
々
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。 

例
え
ば
、
決
済
は
「
セ
ル
フ
レ
ジ
」
、
注
文
は
「
タ
ブ

レ
ッ
ト
」
、
観
劇
や
旅
行
の
予
約
、
チ
ケ
ッ
ト
取

得
・
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
「
パ
ソ
コ
ン
か

ス
マ
ホ
」
が
無
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
の
外
食
や
買
い
物
を
し
よ
う
と
思

っ
て
出
か
け
て
も
「
画
面
相
手
」
で
は
自
宅
の
テ
レ

ビ
の
前
で
一
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
と
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
ア
ナ
ロ
グ
世
代
の
小
生
に
は
不
便
で

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
対
応

し
て
い
ま
す
か…

？ 

さ
て
、
令
和
７
年
度
の
「
在
京
佐
高
会
」
は
、

事
務
局
を
中
心
に
役
員
の
皆
様
の
善
意
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
春
に
は
「
小
さ
な
旅
」

を
実
施
し
て
１８
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

晩
春
か
ら
は
、
会
報
編
集
担
当
が
「
緑
風
３０
号
」

の
原
稿
を
依
頼
、
編
集
・
校
正
を
工
夫
し
な
が

ら
発
行
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
秋
に

は
年
間
最
大
の
行
事
「
総
会
・
懇
親
会
」
を
控
え

て
い
ま
す
。
同
封
の
ご
案
内
の
よ
う
に
、
今
年
は

１１
月
２
日(

日
曜)

、
上
野
の
「
東
天
紅
」
で
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
八
芳

園
会
場
」
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
留
意
の
上
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

よ
り
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ

き
、
母
校
や
故
郷
の
思
い
出
等
を
語
り
会
い
、
懇

親
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

在
京
佐
高
会
の
役
員
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
申 

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 
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佐
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多
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窓
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け
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お
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す
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在
京
佐
高
会
の
皆
様

に
お
か
れ

ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
部
同
窓
会
の
総
会
は
昨
年
８
月
３
日
、
地
元

佐
沼
に
お
い
て
前
年
を
上
回
る
１８０
名
の
方
が
出

席
さ
れ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

幹
事
回
生
の
年
齢
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

３
年
伸
び
て
、
こ
れ
ま
で
の
５７
歳
か
ら
６０
歳
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
幹
事
回
３６
回
生
の
皆
さ
ん
の
出
席
が
多
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ラ
グ
ビ
ー
部

が
久
々
に
花
園
出
場
を
果
た
せ
る
か
と
大
い
に

期
待
し
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
次
に
は
、
大
い
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。 

さ
て
、
「
新
校
舎
」
は
、
外
見
で
は
ほ
ぼ
出
来

上
が
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
内
装

工
事
が
始
ま
る
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
「
新

校
舎
」
の
工
事
が
進
む
に
伴
っ
て
、
５
月
２１
日
に

は
「
新
校
舎
落
成
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を

設
立
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
委
員
会
の
主
な
事

業
は
、
来
秋
１１
月
に
予
定
し
て
い
る
①
記
念
式

典
の
開
催
、
②
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
作
成
、
設
置
、

③
そ
の
他
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
校
同
窓
会
、

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
本
校
教
職
員
、
及
び
、
こ
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
方
々
で
運
営
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
「
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
は
、
卒
業
生

（
高
２５
回
生
）
の
大
友
克
洋
さ
ん
作
成
に
よ
る

「
陶
板
レ
リ
ー
フ
」
の
事
で
す
。
こ
れ
を
新
校
舎
の

玄
関
に
設
置
す
る
計
画
で
す
。
以
前
、
大
友
さ

ん
に
作
成
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
ご
快
諾
を
い
た

だ
き
、
こ
の
運
び
と
な
っ
た
次
第
で
す
。
た
だ
、
こ

の
陶
板
の
設
置
に
は
多
大
な
費
用
の
７７０
万
円
掛

か
り
ま
す
。
実
行
委
員
会
の
大
半
の
仕
事
は
、
こ

の
費
用
の
捻
出
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
元
登

米
市
内
は
勿
論
、
宮
城
県
内
外
の
同
窓
生
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
目
的
を
達
成
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
在
京
佐

高
会
の
皆
様
に
も
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
あ

た
り
、
在
京
佐
高
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

          

    

 

在
京
佐
高
会
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
本
校
の
教
育
活

動
に
温
か
い
ご
支
援
・
ご 

協
力
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
「
緑
風
」
へ
の
寄
稿
に
当
た
り
、
佐
沼

高
校
で
の
教
育
に
携
わ
る
喜
び
と
感
謝
を
感
じ

な
が
ら
、
文
章
を
寄
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
年

度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
は
創
立

１２３
年
を
迎
え
、
新
し
い
校
舎
が

竣
工
し
、
佐
高
の
歴
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
刻

む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
校
舎
完
成
図
の
と
お
り
、

明
る
く
近
代
的
な
３
階
建
て
の
「
回
廊
型
」
で
、

普
通
教
室
棟
、
東
棟
（
芸
術
教
室
）
、
西
棟
（
特

別
教
室
・
定
時
制
）
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
在
校
生

も
新
校
舎
で
の
生
活
を
通
し
て
、
豊
か
な
佐
高

の
伝
統
を
築
こ
う
と
胸
を
と
き
め
か
せ
て
い
ま

す
。
校
地
内
は
、
樹
木
を
残
し
、
旧
校
舎
に
慣
れ

親
し
ん
だ
卒
業
生
か
ら
も
、
在
校
当
時
の
雰
囲

気
を
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
新
校
舎

引
越
の
あ
と
は
、
仮
設
校
舎
を
解
体
し
、
そ
の
跡

地
に
整
備
さ
れ
る
校
庭
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
グ
ラ
ン

ド
）
の
完
成
（
来
年
夏
こ
ろ
竣
工
予
定
）
を
も
っ
て

す
べ
て
の
工
事
が
終
了
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
内
外
か
ら
の
ご
期
待
に
応
え
る
た

め
、
「
宮
城
県
佐
沼
高
等
学
校
新
校
舎
落
成
記

念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
委

員
会
で
は
、
記
念
式
典
の
開
催
や
、
記
念
事
業

の
象
徴
と
し
て
大
友
克
洋
氏
（
高
２５
回
卒
業
）
の

製
作
に
よ
る 

“
陶
板
レ
リ
ー
フ
” 

の
設
置
な
ど

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
は
卒
業
生
の

皆
さ
ま
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
度
も
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
陸
上
競
技
部
が

東
北
大
会
へ
、
ボ
ー
ト
部
、
美
術
部
、
定
時
制
陸

上
競
技
部
が
全
国
大
会
へ
駒
を
進
め
、
多
く
の

部
活
動
が
活
躍
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
「
至
誠
・
献
身
・
窮
理
・
力
行
」
の
精

神
を
忘
れ
ず
、
学
問
を
大
切
に
、
有
為
な
人
材

を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
佐
沼

高
校
へ
の
ご
声
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

         

【佐
沼
高
等
学
校
、
校
長
先
生
の
ご
挨
拶
】 

新
校
舎
竣
工
で
新
し
い
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を 

刻
み
、
有
為
な
人
材
を
育
成
い
た
し
ま
す
！ 

 
 

佐
沼
高
等
学
校
校
長 

加
賀
谷 

亮
先
生 

 
 

 

完
成
図
①
正
門
側
か
ら
俯
瞰
②
全
景
と
グ
ラ
ウ
ン
ド 
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【
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沼
高
等
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同
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会
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】 

在
京
佐
高
会
の
発
展
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お
祈
り
し
ま
す
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会
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家 

良
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在
京
佐
高
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
同
窓
会
本
部

の
活
動
に
対
し
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

同
窓
会
本
部
事
務
局
、
「
高
４３
回
生
」
の
白
旗

崇
敬
と
申
し
ま
す
。
中
田
町
上
沼
在
住
で
、
剣

道
部
Ｏ
Ｂ
で
す
。
令
和
５
年
度
よ
り
事
務
局
長

を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
母
校
の
近
況
」
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

５
月
下
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
県
高
校
総
体

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
陸
上
競
技
部
、

ラ
グ
ビ
ー
部
、
ボ
ー
ト
部
が
上
位
入
賞
を
果
た

し
、
東
北
大
会
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

剣
道
部
が
男
子
団
体
と
し
て
は
１６
年
ぶ
り
と

な
る
「
ベ
ス
ト
８
」
進
出
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
男

子
団
体
と
し
て
は
１３
年
ぶ
り
と
な
る
「
ベ
ス
ト
８
」

進
出
、
柔
道
部
で
は
男
子
個
人
７３
㎏
級
で
「
ベ
ス

ト
８
」
進
出
を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
東
北
大
会
ま

で
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
健
闘
・
活
躍
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
部
活
動
の
中
か
ら
「
ボ
ー
ト

部
」
、
「
美
術
部
」
、
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
」
の
活
躍

を
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
ボ
ー
ト
部
】 

６
月
下
旬
、
青
森
県
む
つ
市
で
行
わ
れ
た
東
北

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
男
子
は
「
総
合
第
２

位
」
、
女
子
も
「
総
合
第
２
位
」
、
そ
し
て
男
子
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
（
２
名
の
漕
手
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
ル

を
右
手
と
左
手
に
１
本
ず
つ
持
ち
、
計
４
本
の
オ

ー
ル
で
速
さ
を
競
う
種
目
）
で
は
３
年
生
の
新
井

瞬
（
佐
沼
中
出
身
）
、
３
年
生
の
富
士
原
心
優

（
佐
沼
中
出
身
）
が
見
事
優
勝
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
で
３
年
生
の
黒
木
に
こ
り
（
若
柳
中
出
身
）

２
年
生
の
鈴
木
結
愛
（
佐
沼
中
出
身
）
が
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
！ 

荒
天
の
た
め
日
程
変
更
も
あ
る
中
、
選
手
は
日

頃
か
ら
の
心
構
え
と
前
日
か
ら
の
準
備
を
怠
ら

ず
、
レ
ー
ス
に
集
中
し
て
勝
ち
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
８
月
の
広
島
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
頑
張
り

ま
す
！
応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す 

【
美
術
部
】 

第
４９
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
高
松

市
美
術
館
・
７
月
２６
～
３１
日
）
へ
の
出
展
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
作
品
名
は
「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｙ 

Ｏ
ｗ
ｌ
」

で
、
作
者
は
阿
部
真
悠
子
（
３
年
・
津
山
中
出
身
）

―

作
者
コ
メ
ン
ト
、
「
こ
の
絵
を
見
た
時
に
、
自
分

だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
人
々
に
も
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
遠
く
か
ら
見
る

と
フ
ク
ロ
ウ
が
見
え
、
近
く
で
見
る
と
動
物
や

模
様
が
見
え
る
絵
を
描
き
ま
し
た
。
」 

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】 

県
総
体
に
お
い
て
男
子
団
体
で
平
成
２４
年
以
来

と
な
る
ベ
ス
ト
８
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。
部
活

動
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
中
、
ま
た
私
立
高
校
が

上
位
を
独
占
す
る
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
、

公
立
校
の
ベ
ス
ト
８
入
り
は
快
挙
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
成
果
は
長
年
に
わ
た
り
本
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
の
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ

ま
の
お
力
添
え
の
た
ま
も
の
で
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

                

さ
て
、
今
年
９
月
に
は
い
よ
い
よ
新
校
舎
が
落
成

い
た
し
ま
す
。
現
段
階
で
は
工
事
中
の
た
め
新

校
舎
は
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
外
観
を
目

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
「
ロ
の
字
」
型
の

校
舎
に
円
柱
形
の
芸
術
棟
（
美
術
室
、
音
楽
室
）

が
連
結
さ
れ
た
、
機
能
性
、
デ
ザ
イ
ン
性
と
も
に

優
れ
た
校
舎
と
な
り
ま
す
。
公
開
後
は
な
る
べ

く
早
く
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
佐
高
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
お
伝
え
い
た
し
た
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【陶
板
レ
リ
ー
フ
制
作
・設
置
募
金
の
お
願
い
】 

こ
の
度
、
新
校
舎
落
成
記
念
事
業
の
「
象
徴
」 

と
し
て
、
新
校
舎
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
飾
る
作

品
の
制
作
を
高
２５
回
生
で
、
世
界
で
活
躍
の

漫
画
家
・
映
画
監
督
の
大
友
克
洋
氏
に
依
頼

し
ま
す
。
焼
き
物
の
技
術
を
用
い
た
色
彩
豊

か
で
立
体
的
な
絵
画
（
陶
板
レ
リ
ー
フ
）
で
す
。

本
校
の
新
た
な
門
出
に
相
応
し
く
、
「
未
来
へ

向
け
た
飛
躍
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
し
て
価
値
の

あ
る
陶
板
レ
リ
ー
フ
を
制
作
・
設
置
す
る
為
、

在
京
佐
高
会
の
皆
様
に
は
お
力
添
え
を
賜
り

た
く
、
特
段
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
、
ど
う
か

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
募
金
額…

一
口
５
千
円
よ
り 

■
期 

間…

令
和
７
年
８
月
１
日 

～
令
和
８
年
８
月
３１
日 

 

■
募
金
方
法…

詳
細
は
本
誌
１２
頁
に
記
載
の

「
募
金
振
込
先
と
お
願
い
」
を
参
照
下
さ
い 

◆
募
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、 

宮
城
県
佐
沼
高
等
学
校
「
新
校
舎
落
成
記
念 

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
」
（
全
日
制
教
頭
、 

小
野
寺
剛
、
定
時
制
教
頭
、
高
橋
由
樹
） 

T
E
L
: 0220-22-2022 
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※ボート部、美術部、バドミ

ントン部」の皆さん、ご活躍

おめでとうございます！！ 

ラグビー部、陸上競技部、

柔道部も良かったですね。 

【
佐
沼
高
等
学
校
、
白
旗
先
生
近
況
報
告
】 

令
和
７
年
、
佐
沼
高
校
で
は
今…

 

 
 

佐
沼
高
等
学
校
同
窓
会
本
部
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

白
旗 

崇
敬
先
生 

 
 

 



       

こ
の
度
本
誌
「
緑
風
」
寄
稿
に
当
た
り
、
「
在
京

佐
高
会
」
創
立
の
経
緯
と
東
京
に
お
け
る
同
窓

会
の
変
遷
の
歴
史
を
記
し
、
皆
様
に
「
在
京
佐
高

会
」
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
頂
く
一
助
に
と
の
想

い
で
一
文
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

 

佐
沼
高
等
学
校
は
明
治
３５
年
（

１９０２
年
）
そ
の

前
身
で
あ
る
宮
城
県
立
第
２
中
学
校
登
米
分
校

と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
在
京
佐
高

会
（
以
後
、
本
会
）
創
設
は
昭
和
４２
年
（

１９６７
年
）

１
月
２２
日
で
す
。 

旧
制
佐
沼
中
学
校
・
佐
沼
高
等
学
校
の
卒
業
生

で
関
東
地
方
に
居
住
す
る
同
窓
生
有
志
の
意
向

で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
宮
城
県
立
第
２
中
学
校

が
創
立
さ
れ
て
６５
年
程
後
に
な
り
ま
す
。 

時
代
背
景
は
「
最
早
戦
後
で
は
な
い
」
等
と
云
わ

れ
、
日
本
経
済
が
高
度
成
長
期
に
入
る
入
口
の

時
代
で
し
た
。
今
日
云
わ
れ
ま
す
所
謂
「
団
塊
の

世
代
」
が
就
職
の
為
に
続
々
と
未
来
の
生
活
の
場

を
求
め
て
東
京
に
集
合
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま

す
。
佐
高
生
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

経
済
状
況
も
「
最
早
戦
後
で
は
な
い
」
と
云
う
言

葉
に
云
い
現
わ
さ
れ
る
よ
う
に
物
が
無
く
貧
し

か
っ
た
戦
後
の
時
代
は
終
わ
り
、
「
豊
か
な
時
代

の
到
来
」
を
予
見
さ
せ
る
世
相
で
し
た
。 

【
同
窓
会
の
始
ま
り
、
裸
足
会
・
東
京
同
窓
会
】 

東
京
を
中
心
と
し
た
同
窓
会
の
始
ま
り
は
資

料
が
乏
し
く
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
正

時
代
後
半
、
戦
前
、
戦
後
に
旧
制
中
学
の
比
較

的
早
い
回
期
の
卒
業
生
を
中
心
に
、
「
裸
足
会
」

と
云
う
同
窓
生
が
集
う
親
睦
グ
ル
ー
プ
が
存
在

し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
戦
後
こ
の
「
裸
足
会
」

を
継
承
し
て
、
昭
和
３７
年
頃
実
業
界
で
成
功
さ

れ
た
大
石
耕
一
郎
氏
（
旧
１２
回
・
大
正
７
年
３

月
卒
）
を
会
長
と
し
た
、
「
東
京
同
窓
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
こ
の
「
東
京
同
窓
会
」
が
本
部
同

窓
会
組
織
の
関
東
支
部
と
し
て
正
式
に
認
証
さ

れ
た
初
め
て
の
東
京
同
窓
会
組
織
に
な
り
ま
す
。

同
会
は
３
年
余
り
活
動
し
ま
し
た
が
役
員
間
に

内
紛
と
対
立
が
生
じ
事
実
上
の
解
散
状
態
と
な

り
ま
す
。 

【
「
在
京
佐
高
会
」
の
発
足
】 

そ
の
間
に
も
佐
高
卒
業
生
は
続
々
と
東
京
に

集
合
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
多
数
の
卒
業
生
が
集

ま
っ
て
来
て
い
る
東
京
が
こ
れ
で
は
い
か
ん
と
憂

い
た
同
志
が
語
ら
い
、
新
し
い
同
窓
会
組
織
「
在

京
佐
高
会
」
が
昭
和
４２
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

会
長
は
「
八
嶋
元
徳 

氏
」
（
旧
１
回
・
明
治
４０

年
３
月
卒
）
、
事
務
局
長
に
は
「
榊
原
卓
郎
氏
」

（
高
１
回
・
昭
和
２４
年
３
月
卒
）
が
選
任
さ
れ
、

他
の
役
員
は
１８
名
余
り
で
、
殆
ん
ど
旧
制
中
学

卒
業
生
で
し
た
。
筆
者
の
手
元
に
、
昭
和
４３
年

に
作
成
さ
れ
た
「
在
京
佐
高
会
会
員
名
簿
」
の
復

刻
版
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
簿
に
よ
り
ま
す
と

会
員
数
は
４３９
名
で
の
船
出
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

筆
者
は
平
成
１０
年
～
１２
年
（

２０００
年
）
と
本
会

の
事
務
局
長
を
務
め
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
の
会

員
数
は
約

１０００
名
前
後
で
し
た
。
現
在
、
令
和
７

年
で
は
５００
名
前
後
で
す
。
会
員
数
の
減
少
は
そ

の
ま
ま
本
会
の
減
衰
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

戦
前
の
「
裸
足
会
」
そ
し
て
戦
後
の
「
東
京
同

窓
会
」
設
立
当
時
は
東
京
に
佐
高
卒
業
生
は
少

な
く
、
有
力
な
卒
業
生
を
中
心
に
集
い
、
酒
を

酌
み
交
わ
し
、
就
職
の
世
話
を
請
い
、
家
庭
の
た

わ
い
も
な
い
話
を
し
て
は
酔
い
つ
ぶ
れ
て
世
話
に

な
る
。
広
い
東
京
で
少
な
い
同
窓
生
同
士
が
励

ま
し
合
い
、
そ
ん
な
状
況
の
中
か
ら
同
窓
会
を

結
成
し
よ
う
と
云
う
気
運
が
盛
り
上
が
っ
た
と
、

昔
旧
制
中
学
卒
業
の
大
先
輩
の
方
か
ら
お
聞
き

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
６０
～
９０
才
の
関

東
近
辺
在
住
同
窓
生
は
推
定

２０００
名
程
と
思
わ

れ
ま
す
。
「
裸
足
会
」
か
ら
始
ま
り
長
い
永
い
年

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
か
つ
て
我
々
の
先
輩
方
は
、

佐
沼
高
校
卒
業
生
は
「
仙
北
の
雄
」
そ
し
て
有
名

校
の
同
窓
生
と
し
て
の
「
矜
持
」
を
強
く
持
っ
て

お
ら
れ
た
と
、
昔
、
先
輩
方
か
ら
諭
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。 

母
校
で
は
、
毎
年
５
月
１
日
に
全
校
生
徒
に

向
け
て
「
開
校
記
念
講
和
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―

平
成
１０
年
（
１９９８
年
）
の
講
演
者
は
、
城
市
富

夫
氏
（
高
４
回
）
で
し
た
。
講
和
の
演
題
は
「
佐
高

生
の
誇
り
、
佐
高
卒
の
誇
り
」
で
し
た
。
城
市
氏

は
本
会
の
第
８
代
会
長
（
平
成
５
年
～
９
年
）
を

務
め
ら
れ
た
方
で
す
。 

同
窓
生
各
位
に
申
し
上
げ
ま
す
。
「
在
京
佐

高
会
」
の
運
営
は
年
々
会
員
数
の
減
少
に
よ
り

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
ま
だ
未
会
員

の
同
窓
生
が
関
東
近
辺
に
は
１５００
名
も
在
住
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
仙
北
の
雄
」
で
あ
る
佐
沼

高
校
同
窓
会
東
京
支
部
「
在
京
佐
高
会
」
は
こ
の

ま
ま
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
東
京
に
お
け
る
地
方
高
校
の
同
窓
会
組
織

は
稀
有
だ
と
聞
き
ま
す
。 

形
を
変
え
な
が
ら
も
、
大
正
時
代
よ
り
続
く
伝

統
あ
る
「
在
京
佐
高
会
」
で
す
。
こ
の
会
を
継
承

し
続
け
て
い
く
為
に
も
在
京
の
同
窓
生
各
位
に

は
格
段
の
ご
理
解
を
賜
り
、
是
非
と
も
ご
参
加

頂
き
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
お
知
り
合
い
の
同
窓

生
の
皆
様
方
に
も
声
を
か
け
て
お
誘
い
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

在
京
佐
高
会
顧
問 

菊
地 

拓
朗 

氏 

(
第
１７
回
生) 

【佐
高
卒
の
誇
り
】 

  

―４― 

伝
統
あ
る
「在
京
佐
高
会
」の
歴
史 

  

 



    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

【
事
務
局
長
就
任
、
初
年
度
の
想
い
】 

在
京
佐
高
会
の
会
員
相
互
の
親
睦
を
更
に
深

め
る
こ
と
と
、
よ
り
多
く
の
在
京
佐
沼
高
校

卒
業
生
の
皆
様
に
「
在
京
佐
高
会
」
に
参
加
い

た
だ
く
為
に
、
事
務
局
長
就
任
一
年
の
目
標

を
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。 

「
役
員
会
の
活
性
化
」 

役
員
が
一
丸
と
な
り
、
楽
し
く
和
気
藹
々
と

し
た
「
役
員
全
員
参
加
！
」
を
目
指
す
。 

「
情
報
の
共
有
」
・
「
認
識
の
統
一
」 

「
決
定
事
項
の
明
確
化
」
の
為
、
議
事
録
を
よ

り
詳
細
に
作
成
、
認
識
を
統
一
す
る
こ
と
。 

「
役
員
会
用
グ
ル
ー
ブ
ラ
イ
ン
」
を
活
用
し
て

常
時
、
意
見
交
換
が
出
来
る
体
制
を
作
る
こ

と
。
お
陰
様
で
積
極
的
な
意
見
交
換
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

「
総
会
・
懇
親
会
へ
の
参
加
率
を
高
め
る
」 

年
間
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
総
会
・
懇
親
会
」
に 

よ
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な

企
画
を
考
え
、
先
ず
、
手
始
め
に
「
在
京
佐
高

会
」
の
活
動
内
容
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う

為
に
、
佐
沼
高
校
の
同
総
会
ペ
ー
ジ
に
「
在
京

佐
高
会
総
会
・
懇
親
会
」
と
「
小
さ
な
旅
写
真

集
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

佐
沼
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
よ
り
、

同
窓
生
だ
け
で
な
く
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
も

見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

将

来
に
「
若
い
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
参
加
率
向

上
」
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

【
在
京
佐
高
会
役
員
活
動
の
紹
介
】 

「
在
京
佐
高
会
」
は
「
会
長
」
を
筆
頭
に
「
副
会

長
」
「
顧
問
」
等
、
現
在
２８
名
の
皆
さ
ん
方
で

役
員
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
令
和
６
年
度
の
活
動
内
容
を
、
時
系

列
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
第
１
回
役
員
会
・
・
・
３
月
中
旬
開
催 

年
間
の
「
役
員
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
「
役
員
会
の

議
題
」
「
総
会
・
懇
親
会
」
の
日
程
等
を
決
定

し
ま
し
た
。 

・
「
小
さ
な
旅
」
・
・
・
４
月
初
旬
開
催 

令
和
６
年
度
は
千
葉
県
松
戸
市
「
戸
定
邸
」

を
見
学
、
館
内
・
庭
園
を
散
策
し
ま
し
た
。 

・
第
２
回
役
員
会
・
・
・
４
月
下
旬 

・
第
３
回
役
員
会
・
・
・
５
月
下
旬 

・
第
４
回
役
員
会
・
・
・
７
月
上
旬 

第
２
回
～
４
回
ま
で
は
共
通
の
議
題
で
「
総
会

・
懇
親
会
」
の
具
体
的
内
容
を
協
議
・
検
討
し

て
、
案
内
文
書
の
郵
送
準
備
作
業
を
役
員
全

員
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
「
会
員
増
強
策
の
検

討
」
に
つ
い
て
は
毎
回
、
協
議
・
検
討
事
項
と

し
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。 

・
第
５
回
役
員
会
・
・
・
８
月
中
旬
開
催 

「
総
会
・
懇
親
会
」
開
催
案
内
状
の
発
送
作
業

を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
会
員
４６０
名
の
皆
さ

ん
宛
「
総
会
・
懇
親
会
」
の
案
内
資
料
を
役
員

総
出
で
封
入
す
る
発
送
作
業
で
す
。 

同
封
の
資
料
は
４
～
５
種
類
で
、
「
案
内
状
」 

「
会
報
」
を
３
つ
折
り
に
す
る
係
、
「
宛
名
シ
ー

ル
」
を
貼
る
係
、
封
入
す
る
係
で
、
そ
れ
ぞ
れ

担
当
毎
に
作
業
を
し
ま
す
。
ま
た
、
役
員
の

中
に
は
少
し
で
も
参
加
す
る
方
を
増
や
す
為

の
工
夫
と
し
て
、
「
手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

自
分
の
同
期
生
や
友
人
・
知
人
の
封
筒
に
入

れ
て
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
方
も
い
ま
し

た
。
な
に
し
ろ
役
員
全
員
が
大
奮
闘
の
封
入

作
業
な
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
役
員
の
一
生
懸
命
な
姿
を
思
い

浮
か
べ
て
、
私
ど
も
の
心
意
気
を
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す 

            

・
「
総
会
・
懇
親
会
」
・
・
・
１０
月
６
日
開
催 

当
日
は
朝
か
ら
全
員
で
、
八
芳
園
の
会
場
準

備
で
す
。
「
横
断
幕
」
を
張
り
、
「
名
札
」
を
用

意
し
て
、
「
受
付
」
等
の
準
備
を
し
て
、
会
員
の

皆
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

・
第
６
回
役
員
会
・
・
・
９
月
下
旬 

・
第
７
回
役
員
会
・
・
・
１１
月
中
旬 

「
総
会
・
懇
親
会
」
の
反
省
と
・
検
討
課
題
を

話
し
合
い
、
「
次
年
度
の
方
針
と
年
間
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」
を
決
定
し
ま
し
た
。 

以
上
が
役
員
会
の
主
な
年
間
活
動
内
容
で
す
。 

私
達
、
役
員
全
員
の
希
望
は
一
人
で
も
多
く
の

方
に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
の

為
に
は
、
「
口
コ
ミ
」
や
「
紹
介
」
が
と
て
も
有
効
で

す
。
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
魅
力
あ
る
「

在
京
佐
高
会
」
を
目
指
し
て
役
員
が
一
致
協
力

し
て
実
現
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
「
会
員
に
な

っ
て
よ
か
っ
た
」 

「
懇
親
会
に
出
席
し
て
楽
し
か
っ

た
」 

「
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
」
等
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
「
総
会
・
懇
親
会
」
を
目
指
し
、
全
員
で

知
恵
を
出
し
合
っ
て
参
り
ま
す
。 

◎
今
年
の
「
総
会
・
懇
親
会
」
は
１１
月
２
日
（
日
）

上
野
「
東
天
紅
」
で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
に
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を 

心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

   

 

 

事
務
局
長  

亀
川 

善
悦 

※
写
真
は
全
員
で
役
割
毎
に
封
入
作
業
の
様
子
で
す
。 

令
和
６
年
度
「役
員
会
活
動
」の
紹
介

魅
力
あ
る
「在
京
佐
高
会
」
を
目
指
し
て…

。 

 

※
亀
川
事
務
局
長
は
大
変
お
忙
し
く
会
の
運
営
に 

携
り
、
貢
献
・
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
感
謝 

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
編
集
担
当
） 

―５― 



  

  

    

昨
年
３
月
、
私
は

４５
年
間
続
け
た
海
外
旅

行
の
「
ツ
ア
ー
・
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
」
を
退
職
し
た
。

私
が
訪
ね
た
国
は
１０８
ヵ
国
、
添
乗
日
数
は

5200

日
を
超
え
、
一
昨
年
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
。
生
家
は
東
和
町
錦
織
で
す
。
父
は
カ
ナ

ダ
生
ま
れ
で
家
に
は
ア
ル
バ
ム
が
あ
り
、
カ
ナ
ダ

時
代
の
た
く
さ
ん
の
写
真
を
見
る
た
び
外
国
に

憧
れ
、
大
人
に
な
っ
た
ら
世
界
中
を
こ
の
目
で
確

か
め
た
い
と
思
っ
て
育
っ
た
。 

そ
ん
な
私
が
「
ツ
ア
ー
・
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
」
と
な

っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、
北
米
、
中
南
米
、

そ
の
他
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
等
に
も
行
き
、
様
々

な
国
の
「
歴
史
、
文
化
、
自
然
」
に
触
れ
た
。
そ
れ

は
、
多
く
の
お
客
様
と
の
感
動
の
歴
史
だ
っ
た
。

旅
の
終
了
後
は
参
加
の
皆
様
に
、
「
旅
の
思
い
出
」

に
と
ツ
ア
ー
毎
に
「
旅
日
誌
」
を
作
成
し
た
。 

今
回
、
本
誌
「
緑
風
」
に
「
舩
坂
朗
子
の
世
界
旅
」

を
掲
載
す
る
に
当
た
っ
て
、
第
１
回
目
は
、
そ
の

「
旅
日
誌
」
の
中
で
も
特
に
美
し
く
、
思
い
出
が

深
か
っ
た 

「
ス
イ
ス
３
大
列
車
と
３
大
名
峰
（
マ
ッ

タ
ー
ホ
ル
ン
・
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
・
モ
ン
ブ
ラ
ン)

の
旅
」

の
ほ
ん
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

「
ス
イ
ス
連
邦
」
は
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
面

積
が
４．１
万
㎢
で
九
州
よ
り
や
や
大
き
い
国
で
、

人
口
９０４
万
人
の
永
世
「
中
立
国
」
、
そ
し
て
首
都

は
「
ベ
ル
ン
」
で
す
。 

（１）
、
ス
イ
ス
の
氷
河
特
急 

ス
イ
ス
は
鉄
道
王
国
だ
。
「
美
し
い
国
」
を
守

る
た
め
に
道
路
で
は
無
く
鉄
道
を
先
に
敷
設
し
、

明
治
４
年
に
は
す
で
に
「
リ
ギ
山
登
山
鉄
道
」
が

開
通
し
て
い
た
。
明
治
４
５
年
に
は
ス
イ
ス
鉄
道

最
高
峰
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
駅

３,５４５
メ
ー
ト
ル
が
開

通
し
た
。
富
士
山
の
９
合
目
あ
た
り
の
駅
を
想

像
し
て
欲
し
い
。
中
で
も
人
気
の
列
車
は
氷
河

鉄
道
だ
。
最
新
の
パ
ノ
ラ
マ
展
望
車
両
で
、
「
ツ
ェ

ル
マ
ッ
ト
ー
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
間
」
を
走
る
。
名
峰
「
マ

ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
」
等
の
７
つ
の
谷
、

２９１
の
橋
、
９１
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
ス
イ
ス
ア
ル

プ
ス
を
横
断
す
る
約
８
時
間
の
旅
で
す
。

１９３０
年

に
開
通
し
た
人
気
の
ル
ー
ト
は
ア
ル
プ
ス
の
名
峰
、

美
し
い
森
や
牧
草
地
、
山
間
の
急
流
や
渓
谷
な

ど
が
次
々
と
車
窓
か
ら
現
れ
る
絶
景
の
連
続
で

あ
る
。
天
井
ま
で
あ
る
大
き
な
展
望
窓
の
パ
ノ

ら 

      

ラ
マ
車
両
は
、
エ
ア
コ
ン
完
備
、
テ
ー
ブ
ル
付
き
の

広
い
座
席
、
日
本
語
を
含
む
６
カ
国
語
で
説
明

が
聞
け
る
イ
ヤ
ホ
ン
、
座
席
ま
で
出
来
た
て
の
食

事
を
運
ん
で
く
れ
る
快
適
な
旅
で
す
。 

（２）
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン 

ア
ル
プ
ス
山
脈
の
な
か
で
も
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

は
標
高

４,４７８
ｍ
の
独
立
峰
で
、
別
名
「
ア
ル
プ
ス
の

女
王
」
と
い
わ
れ
る
。
山
頂
に
は
ス
イ
ス
と
イ
タ

リ
ア
の
国
境
が
通
り
、
麓
の
町
は
、
ス
イ
ス
側
に

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
、
イ
タ
リ
ア
側
に
ブ
レ
イ
ユ
＝
チ
ェ
ル

ヴ
ィ
ニ
ア
が
あ
る
。
か
つ
て
は
、
天
空
を
突
刺
す

か
の
よ
う
な
独
立
峰
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
頂
上
に

は
、
立
つ
こ
と
な
ど
絶
対
に
不
可
能
と
思
わ
れ
て

い
た
。
頂
上
に
悪
魔
が
棲
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
た
。

し
か
し

１８６５
年
７
月
１４
日
、
つ
い
に
、
英
国
人
の

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
ン
パ
ー
率
い
る
７
人
の
チ
ー
ム

が
登
頂
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
下
山
途
中
に
４

人
が
滑
落
、
４
名
が
命
を
落
と
し
た
。
そ
の
後
、 

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

は
ま
す
ま
す
有

名
に
な
り
、
英

国
を
は
じ
め
各

国
か
ら
多
く
の

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
や

観
光
客
が
ツ
ェ

ル
マ
ッ
ト
を
目
指

し
た
。
そ
し
て

現
在
の
よ
う
な

国
際
的
に
有
名 

な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
に
発
展
し
た
。

１９６７
年
に

は
日
本
人
の
若
山
美
子
・
今
井
通
子
さ
ん
二
人

が
女
性
だ
け
の
パ
ー
テ
ィ
で
北
壁
の
初
登
頂
に
成

功
し
た
。 

（３）
ス
イ
ス
料
理 

ス
イ
ス
料
理
と
言
え
ば
、
す
ぐ
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
ジ
ュ 

を
思
い
出
す
が
、
山
岳
地
帯
で 

農
業
に
は
適
さ
な
い
の
で
牛
・ 

羊
を
焼
い
た
り
炒
め
た
り
煮
込 

ん
だ
り
、
チ
ー
ズ
料
理
も
多
い
。 

ま
た
、
ス
イ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
真 

ん
中
に
あ
り
、
三
国
と
接
し
言

葉
も
三
語
ヵ
国
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ

タ
リ
ア
語
圏
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
味
も
違
う
。
写

真
は
典
型
的
な
ス
イ
ス
の
チ
ー
ズ
、
ハ
ム
、
シ
ュ
ー

ク
ル
ー
ト
の
サ
ラ
ダ
の
軽
食
と
、
お
つ
ま
み
だ
。 

（４）
ス
イ
ス
の
救
援
隊 

 

ス
イ
ス
は

１６７４
年
永
世
中
立
国
を
宣
言
、
確
固

た
る
信
念
を
持
っ
て
世
界
中
の
震
災
に
対
し
て
い

ち
早
く
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
。

３・１１
の
三
陸
沖
津
波
の
時
も
、
救
助
犬
を

連
れ
て
い
ち
早
く
、
プ
ロ
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
送
っ

て
き
た
。
し
か
も
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
は
南
方
の
運

動
公
園
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
各
国
の
救
援
隊
は

福
島
の
放
射
能
漏
れ
が
判
る
と
す
ぐ
帰
国
命
令

が
出
て
２-

３
日
で
撤
退
し
た
が
、
ス
イ
ス
だ
け
は

予
定
の
７
日
間
被
災
犠
牲
者
の
捜
索
に
頑
張
っ

た
。
今
回
は
そ
の
国
の
美
し
さ
は
勿
論
の
こ
と
、

感
謝
の
念
を
込
め
て
ス
イ
ス
を
紹
介
し
た
。 

【舩
坂
朗
子
の
世
界
の
旅
】 

「ス
イ
ス
３
大
列
車
と
３
大
名
峰
の
旅
」 

―

三
回
連
載
シ
リ
ー
ズ
、
第
一
回―

 

 

在
京
佐
高
会
監
事 

舩
坂 

朗
子
さ
ん 

 
 

（
高
２０
回
生
） 

 

 

 

―６― 

 



        

私
達
家
族
の
故
郷
は
、
ど
こ
へ
行
く
に
し
て
も

北
上
川
の
錦
桜
橋(

中
学
生
ま
で
渡
し
船)

を
渡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
「
錦
織
」
地
区
で
あ
る
。 

３
月
２３
日
、
私
達
は
カ
ナ
ダ
移
民
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、

と
も
言
わ
れ
る
大
伯
父
「
佐
藤
惣
右
衛
門
記
念

碑
」
の
除
幕
式
を
行
っ
た
。 

「
佐
藤
惣
右
衛
門
」
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な

い
「
錦
織
村
」
に
明
治
９
年
（

１８７６
）
、
後
日
、
村
長

も
務
め
た
佐
藤
甚
右
衛
門
・
し
ゅ
ん
の
次
男
と
し

て
誕
生
。
１７
歳
の
頃
キ
リ
ス
ト
教
を
知
り
、
家

業
の
「
錦
織
養
蚕
伝
習
所
」
の
生
糸
輸
出
を
見
て

渡
航
を
決
意
。
父
か
ら
の
百
円
を
懐
に
横
浜
か

ら
貨
物
船
に
雇
わ
れ
て
カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
。
農
家

に
住
み
込
み
２
年
目
か
ら
故
郷
に
送
金
し
た
。

勧
め
ら
れ
て
購
入
し
た
近
隣
の
原
野
が
バ
ン
ク

ー
バ
ー
港
開
発
用
地
と
な
り
、
高
額
で
売
却
。
カ

ナ
ダ
国
籍
を
取
得
し
て
米
川
の
及
川
甚
三
郎
と

共
に
フ
レ
ー
ザ
ー
河
の
２
島
を
租
借
。
塩
鮭
や
筋

子
の
加
工
、
輸
出
で
成
功
。
身
元
保
証
人
と
な

り
、
飢
饉
や
洪
水
で
苦
し
む
故
郷
の
人
々
を
呼

寄
せ
、
送
金
を
可
能
に
し
た
。 

『
加
奈
陀
同
胞
発
展
大
鏡
』
は
「
成
功
五
人
男
」

に
惣
右
衛
門
を
挙
げ
「
君
が
一
人
貪
ら
ず
、
先

ず
人
を
達
せ
し
む
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、

昭
和
１６
年 

の
太
平
洋
戦
争
で
日
系
人
は
全
財

産
没
収
・
遠
隔
寒
冷
地
へ
強
制
移
動
と
な
る
。 

惣
右
衛
門
も
庭
師
と
し
て
働
き
、
昭
和
２０
年
終

戦
。
惣
右
衛
門
は
そ
の
後
も
何
か
と
工
面
し
て

北
上
川
の
大
洪
水
や
錦
織
教
会
の
建
設
に
も
尽

力
。
帰
国
の
夢
は
叶
わ
ず
、
昭
和
３１

年
カ
ナ

ダ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
で
逝
去
、
８０
歳
で
あ
っ
た
。 

除
幕
式
の
場
所
は
、
惣
右
衛
門
の
父
母
、
妹

夫
婦
（
私
達
の
祖
父
母
）
そ
の
息
子
夫
婦
（
私
達

の
父
母
）
が
眠
る
錦
織
の
寶
林
寺
境
内
で
あ
る
。

懐
か
し
い
故
郷
の
皆
様
の
掛
け
声
と
共
に
、
私

達
姉
妹
、
従
妹
、
従
兄
の
家
族
は
、
惣
右
衛
門

本
家
の
佐
藤
忠
良
氏
、
健
太
郎
氏
親
子
、
ご
出

席
代
表
の
伊
達
宗
弘
先
生
、
協
力
者
の
小
野
寺

寛
一
氏
と
共
に
紅
白
の
綱
を
引
い
た
。 

「
太
平
洋
の
架
け
橋
と
な
る
」―

生
き
生
き
と
輝

い
て
出
現
し
た
の
は
、
元
エ
ジ
プ
ト
大
使
で
、
カ

ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
総
領
事
で
い
ら
し
た
片
倉

邦
雄
先
生
（
石
森
ご
出
身
・
９３
歳
）
に
ご
揮
毫
い

た
だ
い
た
墨
書
で
あ
る
。
皆
様
の
歓
声
と
拍
手

が
静
ま
る
と
、
司
会
の
錦
織
公
民
館
長
、
猪
股

良
雄
氏
に
促
さ
れ
て
、
小
野
寺
寛
一
氏
が
今
日

の
た
め
に
片
倉
先
生
が
速
達
で
届
け
て
下
さ
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
さ
れ
た
。
先
生
は
バ
ン
ク

ー
バ
ー
総
領
事
時
代
に
日
加
交
流
に
ご
尽
力
下

さ
っ
た
ご
経
験
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
る
。
「
登
米
市
石
森
出
身
の
人
間
と
し
て
は
不

思
議
な
ご
縁
で
、
カ
ナ
ダ
移
民
の
パ
イ
オ
ニ
ア
佐

藤
惣
右
衛
門
氏
、
及
川
甚
三
郎
氏
を
始
め
同
郷
、

そ
の
子
孫
の
方
々
の
存
在
を
知
り
、
『
バ
ン
ク
ー

バ
ー
宮
城
県
人
会
』
発
足
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
「
密
航
船
水
安
丸
」
を
始
め
、
移
住
当
初
の

苦
労
話
か
ら
は
じ
ま
り
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
に

よ
る
日
系
人
の
苦
難
、
強
制
移
動
の
足
跡
を
辿

る
と
き
、
こ
の
艱
難
辛
苦
を
超
え
て
、
こ
れ
ら
先

駆
者
た
ち
は
み
ご
と
に
日
加
間
に
「
太
平
洋
の

架
橋
」
を
築
か
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

先
生
は
続
け
て
、
「
こ
の
言
葉
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の

ニ
ト
ベ
・
ガ
ー
デ
ン
に
あ
る
石
碑
に
き
ざ
ま
れ
た

『
願
わ
く
は
、
わ
れ
太
平
洋
の
橋
と
な
ら
ん
』
と

い
う
言
葉
を
思
い
出
し
た
事
、
私
達
に
は
地
続

き
で
親
し
い
岩
手
県
盛
岡
出
身
の
新
渡
戸
稲
造

は
、
「
国
際
連
盟
事
務
次
長
だ
っ
た
人
物
で
、
日

本
最
初
の
国
際
人
と
い
わ
れ
た
方
で
す
。
」
と
励

ま
し
て
下
さ
り
、
「
こ
れ
か
ら
の
世
代
の
人
び
と

に
海
外
雄
飛
の
夢
を
追
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
に

通
じ
る
も
の
で
す
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。 

続
い
て
登
米
「
伊
達
家
」
の
ご
当
主
で
、
大
学

教
授
、
日
本
文
芸
家
協
会
会
員
、
日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
会
員
で
、
多
く
の
ご
著
書
を
お
持
ち
の
伊

達
宗
弘
先
生
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
す
る
。
先
生

は
惣
右
衛
門
を
始
め
と
す
る
カ
ナ
ダ
移
民
の
、

太
平
洋
戦
争
に
よ
る
苦
難
の
歴
史
に
心
を
よ
せ

て
下
さ
っ
た
後
、
九
百
年
前
の
歌
人
、
源
俊
頼
の

歌
を
挙
げ
ら
れ
、
「
な
ん
と
心
豊
か
に
な
る
和
歌

で
し
ょ
う
か
」
と
問
い
か
け
ら
れ
た
。 

「
さ
ま
ざ
ま
に 

心
ぞ
と
ま
る 

宮
城
野
の 

花
の
色
々 

虫
の
こ
ゑ
ご
ゑ
」 

長
年
俳
句
を
趣
味
と
し
て
き
た
私
も
、
こ
の
問

い
か
け
に
、
戦
争
の
心
配
も
な
く
日
本
の
四
季
の

自
然
に
安
心
し
て
心
戯
れ
る
こ
と
の
出
来
る
平

和
な
日
常
の
幸
せ
は
、
移
民
の
方
々
の
ご
苦
労
の

賜
物
と
改
め
て
深
く
感
謝
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

                

【
故
郷
、
錦
織
に
記
念
碑
建
立
】 

カ
ナ
ダ
移
民
の
苦
難
と
成
功
！ 

太
平
洋
の
架
け
橋
と
な
る 

 

 

 

在
京
佐
高
会 

根
本 

文
子
さ
ん 

（
高
９
回
生
） 
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【
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
活
動
の
ご
紹
介
】 

年
９
回
程
コ
ー
ス
に
出
て
楽
し
ん
で
い
ま
す 

 

「
イ
ー
ジ
ー
倶
楽
部
」
の
名
称
は
・
・
・
？ 

「
安
易
・
容
易
・
気
楽
・
手
軽
・
呑
気
・
悠
々
」
等
。 

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。 

       
 

                     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【ゴ
ル
フ
倶
楽
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
】 

梅
原
猛
元
京
大
教
授
の
言
葉
に
「
人
間
二
人

い
れ
ば
必
ず
支
配
と
非
支
配
の
関
係
が
生
ま
れ
、

三
人
い
れ
ば
派
閥
が
生
ま
れ
出
る
」
と
言
っ
て
お

ら
れ
る
が
、
当
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
例
外
中
の
例
外

で
支
配
者
も
非
支
配
者
も
存
在
せ
ず
、
派
閥
も

な
い
、
た
だ
の
ゴ
ル
フ
好
き
人
間
の
集
ま
り
で
す
。 

こ
の
集
い
の
歴
史
は
、
故
、
榊
原
卓
郎
先
輩
の
お

声
掛
け
に
よ
り
「
在
京
佐
高
会
」
「
東
京
中
田
会
」

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
「
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
」
等

か
ら
ゴ
ル
フ
好
き
の
面
々
が
相
集
い
、
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
１５
年
１１
月
に

主
唱
者
の
榊
原
先
輩
が
急
逝
さ
れ
た
為
、
そ
の

後
、
第
七
回
在
京
佐
高
会
会
長
の
「
菅
原
譲
氏
」

が
世
話
役
と
な
っ
て
名
称
を
「
イ
ー
ジ
ー
倶
楽
部
」

―

「
安
易
・
容
易
・
気
楽
・
手
軽
・
呑
気
・
悠
々
」
等

の
意
味
を
持
つ
会
に
変
更
、
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
世
話
役
は
鎌
田
敏
弘
氏
、
桐
木
隆
夫

氏
の
二
人
で
継
続
し
て
い
ま
す
。
昨
今
は
メ
ン
バ

ー
の
高
齢
化
を
考
慮
し
、
夏
冬
を
除
く
年
９
回
、

３
カ
月
に
一
度
の
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
在
京
佐
高
会
の
皆
様
で
「
ゴ
ル
フ
の

楽
し
み
を
お
求
め
の
方
」
は
遠
慮
な
く
ご
視
察
、

テ
ス
ト
を
兼
ね
て
一
度
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
メ
ン
バ
ー
一
同
、
た
く
さ
ん
の
方

の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

※
入
会
・
参
加
希
望
は
世
話
役
の
「
桐
木
隆
夫 

さ
ん
」
迄
ご
連
絡
下
さ
い
。 

連
絡
先
、
０
９
０-

９
８
０
１-

０
３
９
６
で
す
。 

   
 

 

 

 

今
や
人
生
百
年
時
代
を
迎
え
て
、 

後
輩
の
手
本
と
な
る
先
輩
の
方
々
で
す
。 

老
い
て
尚
、
心
・技
・体
を
極
め
ら
れ
、 

日
々
を
楽
し
む
方
々
の
雄
姿
で
す
ね
。 

佐々木文雄様（11 回卒） 菅原 譲様 （３回卒） 丸森三郎様 （３回卒） 

優勝は菅原憲司様 

でした！ 

(１８回卒ラグビー部主将) 

―８― 

９３歳 ８５歳 ９３歳 



    

 

今
年
の
小
さ
な
旅
は
、
令
和
７
年
４
月
５
日

（
土
）
、
「
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
」
で
お
馴
染
み
の
東

京
都
葛
飾
区
柴
又
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
柴
又

駅
前
に
あ
る
「
寅
さ
ん
・
妹
、
さ
く
ら
」
の
銅
像
前

に
集
合
、
映
画
で
お
馴
染
み
の
、
懐
か
し
い
昭
和

が
漂
う
参
道
を
歩
い
て
「
柴
又
帝
釈
天
（
経
栄
山

題
経
寺
）
」
に
到
着
。
皆
さ
ん
と
集
合
記
念
写
真

を
撮
影
後
、
参
拝
し
て
か
ら
説
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
の
案
内
で
堂
内
の
建
築
物
や
彫
刻
そ
し
て

美
し
い
庭
園
を
回
遊
・
見
学
し
ま
し
た
。
改
め
て

「
帝
釈
天
の
歴
史
や
意
義
の
奥
深
さ
」
に
触
れ
た

思
い
で
す
。
そ
の
後
、
「
寅
さ
ん
記
念
館
」
・
「
山
田

洋
次
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
行
き
ま
し
た
。
「
寅
さ
ん

に
ま
つ
わ
る
時
代
背
景
な
ど
の
説
明
」
を
聴
き
、

「
映
画
に
登
場
し
た
人
達
や
マ
ド
ン
ナ
の
ポ
ス
タ

ー
」
「
映
画
の
セ
ッ
ト
」
等
、
ど
れ
を
見
て
も
「
あ

あ
そ
う
だ
っ
た
ね
！
」
と
昭
和
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

に
浸
る
こ
と
の
で
き
た
ひ
と
時
で
し
た
。 

今
回
は
男
性
７
名
・
女
性
１１
名
、
合
計
１８
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
「
在
京
佐
高

会
」
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
行
い
が
良
か
っ
た
と
見

え
、
天
気
も
晴
れ
て
、
春
の
陽
光
を
浴
び
な
が

ら
の
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。 

 

      

こ
の
後
、
男
性
７
名
・
女
性
６
名
計
１３
名
の
方

が
参
加
、
金
町
駅
近
く
の
懇
親
会
場
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
美
味
し
い
食
事
と
ア
ル
コ
ー
ル
も

入
っ
て
話
が
弾
み
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
る

程
笑
い
の
絶
え
な
い
、
大
変
盛
り
上
が
り
の
あ

る
懇
親
会
で
し
た
。
次
回
も
お
楽
し
み
に
・
・
・
。 

 

      

  

      

【
令
和
７
年
小
さ
な
旅
ご
報
告
】 

「
葛
飾
柴
又
・
歴
史
博
物
館
」
を
見
学 

懇
親
会
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！ 

常
任
幹
事 
寺
島 

邦
義 

(

高
２０
回
生) 
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【次回小さな旅のお知らせ】 

「皇居東御苑散策」を予定 



 
 

        

令
和
６
年
度
「
在
京
佐
高
会
総
会
・
懇
親
会
」

は
、
港
区
の
「
八
芳
園
」
に
於
い
て
ご
来
賓
３

名
、
会
員
６３
名
、
計
６６
名
の
皆
様
に
参
加
い

た
だ
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
お
忙
し
い
中
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
総
会
・
懇
親
会
」

当
日
の
模
様
を
写
真
と
共
に
お
伝
え
し
ま
す
。 

「八
芳
園
」に
て
の
開
催
準
備| 

各
役
員
は
８
時

３０

分
集
合
、
朝
礼
の
後
、

「
総
会
資
料
の
袋
入
れ
」
「
会
場
の
設
営
」
「
受

付
準
備
」
を
し
て
、
１０
時
か
ら
参
加
の
皆
様

の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。 

第
一
部 

在
京
佐
高
会
「総
会
」 

「
在
京
佐
高
会
」
の
坂
入
会
長
代
行
の
挨
拶
の

後
、
出
席
者
の
皆
様
に
総
会
の
議
案
を
審
議

し
て
い
た
だ
き
、
ご
承
認
を
得
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
の
後
、
佐
沼
高
等
学
校
同
窓
会

の
氏
家
会
長
、
佐
沼
高
等
学
校
校
長
加
賀
谷

先
生
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
第
一
部
は
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。 

第
二
部 

「懇
親
会
」  

佐
沼
高
校
同
窓
会
本
部
、
事
務
局
長
白
旗

先
生
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
「
在
京
佐
高
会
」

の
菅
原
秀
元
顧
問
に
よ
る
「
乾
杯
の
ご
発
生
」

を
い
た
だ
き
、
和
や
か
に
懇
親
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
先
ず
は
食
事
を
取
ら
れ
る
方
、
お

知
り
合
い
の
方
や
来
賓
の
方
と
お
話
さ
れ
て

い
る
方
、
様
々
で
し
た
。
少
し
時
間
も
過
ぎ
て

ご
歓
談
の
時
間
と
な
っ
た
時
に
は
、 

１
、
正
面
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
佐
沼
高
等
学
校
の

記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
記
録
動
画
が
流
さ
れ
、
嘗
て
の

懐
か
し
い
校
舎
と
共
に
、
時
代
の
移
ろ
い
、
四

季
の
移
ろ
い
が
映
し
出
さ
れ
何
と
も
感
慨
深

い
も
の
で
し
た
。 

２
、
そ
の
後
、
昨
年
の
「
総
会
・
懇
親
会
」
の
記
念

写
真
が
中
島
み
ゆ
き
の
歌
と
共
に
次
々
と
映

し
出
さ
れ
、
歓
声
と
共
に
た
く
さ
ん
の
方
が

ご
自
分
の
顔
を
探
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

３
，
次
に
、
昨
年
よ
り
好
評
の
佐
沼
高
校
卒
業

同
期
別
の
写
真
撮
影
会
、
懐
か
し
い
人
達
と

一
緒
の
写
真
撮
影
で
し
た
。 

４
，
今
回
新
し
い
企
画
で
、
各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
代

表
で
お
一
人
ず
つ
近
況
等
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。―

司
会
補
助
が
各
テ
ー
ブ
ル

を
回
り
、
サ
イ
コ
ロ
に
よ
り
代
表
者
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
発
表
者
の
皆
さ
ん
は
臆
す
る

こ
と
な
く
、
堂
々
と
ご
挨
拶
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

５
，
そ
の
後
「
校
歌
斉
唱
」
に
続
い
て
、
在
京
佐
高

会
事
務
局
長
に
よ
る
「
応
援
団
の
エ
ー
ル
」
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
す
が
元
応
援
団
長
、

「
学
ラ
ン
着
用
」
の
本
格
的
な
熱
血
エ
ー
ル
に
、

皆
さ
ん
も
高
校
時
代
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に

大
声
で
応
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

６
，
最
後
に
「
万
歳
三
唱
」
「
閉
会
の
挨
拶
」
を
い

た
だ
き
、
懇
親
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

【令
和
７
年
度
の
総
会
・懇
親
会
の
お
知
ら
せ
】  

令
和
７
年
「
在
京
佐
高
会
の
総
会
・
懇
親
会
」

は
１１
月
２
日
（
日
）
に
、
上
野
の
「
東
天
紅
」
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

◇
◆
◇
◆
◇
◇
◆
◇ 

◇
◆
◇
◆
◇
◇
◆
◇ 

                  

皆
様
に
お
願
い
で
す
。
同
窓
生
で
「
ま
だ
参
加

さ
れ
て
い
な
い
方
」
に
は
是
非
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
も
ま
た
、
お
目
に
か
か
れ
ま
す
こ
と
を

楽
し
み
に
、
役
員
一
同
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い

ま
す
。 

※
こ
れ
ま
で
開
催
の
「
八
芳
園
」
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
の
為
使
用
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
お

間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◇
◆
◇
◆
◇
◇
◆
◇ 

◇
◆
◇
◆
◇
◇
◆
◇ 

                  

 

令
和
６
年
１０
月
６
日
（
日
）
「
八
芳
園
」
会
場 

「在
京
佐
高
会
総
会
・懇
親
会
」の 

開
催
報
告
と
今
年
度
の
お
知
ら
せ 

編
集
担
当 

常
任
幹
事 

鎌
田 

 

麗 
 

（
高
２５
回
生
） 

【受付会場・資料準備】―受付の準備、配布資料袋詰め等の準備風景― 

 

【第一部、在京佐高会総会】 -「会長挨拶」「会計報告」「総会議長」- 

 

 

―１０― 



【ご
来
賓
の
ご
挨
拶
】 

  

【在
京
佐
高
会
・
懇
親
会
】   

佐
沼
高
校
事
務
局
長
白
旗
崇
敬
先
生  

【
校
歌
斉
唱
】亀
川
善
悦
元
応
援
団
長  

【
万
歳
三
唱
】 

小
峰 
喜
八
顧
問 

 

【閉
会
の
挨
拶
】 

遠
藤
誠
幸
顧
問  

                             

                             

 

高１５～１７回生グループ        高１０～１４回生グループ          高０７～０９回生グループ 

 

高２１～２４回生グループ         高２０回生グループ          高１８～１９回生グループ 

  

高２５回生グループ      高２８～３３回生グループと先生方       ご来賓と顧問の皆様 

【開会挨拶】 

副会長 桐木隆夫氏 

【懇親会司会】 常任幹事 

森田次男さん、鎌田麗さん 

 

佐沼高等学校校長 

加賀谷 亮 様 

佐沼高校同窓会会長 

氏家良典 様 

 

―― 卒業期別グル-プの皆様で記念撮影会 ―― 

 

―１１― 



  
 

 

     

令
和
６
年
度
会
計
報
告
書
を
左
記
に
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
年
会
費
の
増
額
を
お

願
い
し
、
ご
承
認
を
い
た
だ
い
て
か
ら
初
め
て
の

会
計
年
度
で
し
た
。
ご
了
承
を
戴
き
ま
し
た
が
、

実
際
に
ど
れ
だ
け
の
皆
様
か
ら
ご
理
解
を
頂
き

入
金
し
て
い
た
だ
け
る
か
内
心
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
お

り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
報
告
書
に
記
載
の
通
り

財
務
状
況
が
好
転
の
方
向
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
改
め
ま
し
て
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

            

【三
軌
展
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
】 

―

山
下
百
合
子
さ
ん
（
高
１５
回
生
）
の
作
品―

 

    

山
下
さ
ん
か
ら
「
小
さ
な
旅
」
の
折
、
「
三
軌
会
」

の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
在
京
佐
高
会
の
先
輩
の
皆
さ
ん
と
５
月
１７
日

展
示
会
場
に
伺
い
ま
し
た
。
広
い
会
場
に
は

様
々
な
種
類
の
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
館
内
を
廻
り
ま
し
た
が
ど
の
コ
ー
ナ
ー

も
面
白
く
、
素
敵
な
作
品
ば
か
り
な
の
で
興
味

津
々
、
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
の
連
続
で
し
た
。 

写
真
は
、
山
下
さ
ん
と
先
輩
の
皆
さ
ん
そ
し
て

「
皮
製
の
作
品
」
と
一
緒
に
記
念
撮
影
し
た
も
の

で
す
。
木
製
で
は
な
く
、
全
て
皮
を
用
い
て
作
ら

れ
て
い
る
作
品
と
の
こ
と
。
因
み
に
、
こ
ち
ら
の

作
品
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
に
は
長
い
日
数
か
か

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
作
品
を
仕
上
げ
る
に
は

「
ア
イ
デ
ア
と
セ
ン
ス
」
「
根
気
と
技
術
」
「
皮
素
材

に
関
す
る
深
い
知
識
」
が
あ
っ
て
初
め
て
「
輝
か
し

い
作
品
」
が
出
来
上
が
る
も
の
だ
と
改
め
て
認
識
、

感
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
会
に
お
招

き
い
た
だ
き
、
山
下
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
作
品
を
多
く
お
作

り
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
先
輩
の
ご
活
躍
と
作
品

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
紹
介
は

「
寺
島 

邦
義
さ
ん
」（
高
２０
回
生
）で
し
た
。 

 

                 
 
 

【編
集
後
記
】  

  

鎌
田
、
畑
岡
の
二
人
で
「
緑
風
」
の
担
当
に
な
っ

て
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

今
年
度
の
方
針
を
「
会
員
数
が
増
え
る
こ
と

を
目
指
す
」
「
見
て
・
読
ん
で
・
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
内
容
」
「
写
真
を
多
用
し
た
新
し
い
会
報
づ

く
り
」
と
し
、
二
人
三
脚
で
企
画
、
編
集
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
「
佐
沼
高
校
在
校
生
の
ク
ラ
ブ

活
動
」
の
様
子
や
お
元
気
な
「
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
の

ご
紹
介
、
「
新
企
画
記
事
の
掲
載
」
等
、
さ
ら
に

は
「
総
会
・
懇
親
会
」
「
小
さ
な
旅
」
の
参
加
さ
れ

た
方
々
の
笑
い
と
和
気
あ
い
あ
い
の
顔
を
よ
り

多
く
お
届
け
し
た
い
と
思
い
、
例
年
の
４
ペ
ー
ジ

か
ら
１２
ペ
ー
ジ
と
３
倍
に
紙
面
を
増
や
し
て
刊

行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
原
稿
作

成
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
頂
き
な
が
ら
、
二
人
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
、

企
画
・
編
集
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ご
協
力
の

程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

      

【
令
和
六
年
度
の
会
計
報
告
】 

皆
様
の
ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す  

 

副
会
長
兼
会
計
担
当 

坂
入 

 

茂  

（
高
１７
回
生
） 

 

科目 金額

前年度繰越 235,242

年会費収入 474,000

総会費収入 641,000

有志寄付金収入 10,000

受け取り利子収入 12

合計 1,360,254

科目 金額

事務局費用 217,859

会報費用 88,000

総会費用 743,179

支出部合計 1,049,038

翌年へ繰越 311,216

合計 1,360,254

と確認いたしましたので、茲に

　ご報告いたします。

監事：佐藤榮記（高１５回生）

監事：菅原洋子（高２０回生）

なる処理による報告書である

左記「収支報告書」に関して

厳正に監査した結果、適正

収入の部 令和６年度収支報告書

　令和６年１月１日～

令和６年１２月３１日（単位:円）

  会計担当:

支出の部

        坂入　茂（高１7回生）

令和６年度監査報告書
 

編
集
担
当 

 

鎌
田 

麗 

、
畑
岡 

廣
信 

（
高
２５
回
生
） 

、
（
高
２０
回
生
） 

―１２― 

 
 

 

※電球は別ですが、全て「皮製品」なんだそうです！？ 

【制
作
・設
置 

募
金
振
込
先
と
お
願
い
】 

振
込
口
座―

「
七
十
七
銀
行 

佐
沼
支
店
」 

（
店
コ
ー
ド
７
０
５
） 

普
通
５
０
５
８
４
７
７ 

口
座
名
義―

「
宮
城
県
佐
沼
高
等
学
校 

新
校

舎
落
成
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

委
員
長 

氏
家
良
典
」―

（
ミ
ヤ
ギ
ケ
ン
サ
ヌ
マ
コ
ウ
ト
ウ

ガ
ッ
コ
ウ 

シ
ン
コ
ウ
シ
ャ
ラ
ク
セ
イ
キ
ネ
ン
ジ
ギ
ョ

ウ
ジ
ッ
コ
ウ
イ
イ
ン
カ
イ 

ウ
ジ
イ
エ
ヨ
シ
ノ
リ
） 

お
願
い
ー
寄
付
芳
名
板
に
、
お
名
前
を
記
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
卒
業
回
（
全
日
制
／

定
時
制
別
）
・
ご
氏
名
・
電
話
番
号
の
入
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、
「
卒
業
回
／
卒
業

年
の
対
照
表
」
は
佐
沼
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
確
認
下
さ
い
。 

記
入
例…

（
全
・
定
、
卒
業
回
、
氏
名
、
電
話
番
号
）

全
〇
〇
回
、
佐
沼
太
郎 

（電
話
）〇
〇
〇×

×
×

×
△
△
△
△ 

 
 
 
 

 

【在
京
佐
高
会
事
務
局
】 

埼
玉
県
越
谷
市
蒲
生
３-

３-

５０-

８０７ 

 
 
 
 

 
 

事
務
局
長 

 

亀
川 

善
悦 

電
話
・フ
ァ
ッ
ク
ス 

 
 
 

 

０
４
８
（９
７
１
）５
９
１
５ 

 

〒343-0838 


